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別紙１－１ 

 

公共部分改修工事について 

 

 

１ 整備に当たっての基本的な考え方 

⑴ １階機能の移転 

 １階の中核機能である以下の対象施設を、主な貸館機能を有する２階へ移転するこ

とで、ウィングス京都の利便性を向上させます。 

 

（参考）移転対象施設 

名称 現面積 備考 

図書情報室 約 170 ㎡ 貸館受付含む 

指定管理者事務所① 約 40 ㎡  

指定管理者事務所② 約 240 ㎡ 更衣室あり 

相談室・相談員執務室 約 70 ㎡  

子どもの部屋 約 60 ㎡ 給湯室・トイレあり 

応接室・会議室 約 50 ㎡  
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⑵ ２階移転先の整備 

・ レイアウトについては、１階移転元の必要な機能を満たしかつ運用面で効率的なも

のとします。 

・ デザインについては、１階の活用部分と調和が取れるものとすることで、１階部分

の利用者を他のフロアへ誘導することを目指します。特に、図書情報室については、

移転を契機として、より多くの方が利用しやすいものを目指します。 

・ １階の活用部分と一体的に設計・工事することで費用・期間の軽減を図ります。ま

た、工事が施設の運営へ与える影響を最小限とすることを目指します。 

・各施設の必要面積やレイアウトについては、適宜本市と協議を行うものとします。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（430 ㎡） 
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２ 業務内容 

 ⑴ ２階移転先の整備 

  ・ 内装デザインや各諸室のレイアウトの検討、２階移転先の建築工事、電気設備及び

機械設備工事一式（基本設計及び実施設計含む）、また、施工監理やそれらを実施す

るうえで必要とされる各種手続きを行っていただきます。 

  ・ 残置物や工事発生材等の処分を行っていただきます。 

  ・ 建築基準法や消防法等の関係法令を遵守してください。 

  ・ 改修範囲について、石綿含有建材が含まれている場合があります。基本設計で改修

範囲を確定した後、必要に応じ石綿含有の有無に関する調査を実施したうえで、含有

されている場合は必要な対策を行ってください。 

 

（留意事項） 

・ レイアウトについては、以下の条件を満たしかつ運用面で効率的なものとしてくだ

さい。 

  

施設名称 条件 

共通 ・ 床はフリーアクセスＯＡ床（子どもの部屋及び図書

情報室を除く。）とします。 

・ 別紙１－２に記載の移転対象物品が収容できるスペ

ースを確保してください。 

・ コピー機を１台配置（１階印刷コピー室から移設）

するものとします。 

図書情報室 ・ 受付窓口含め１室設けることとし、現在と同程度の

図書（約 13,000 冊）を設置できるよう努めるものとし

ます。 

・ 受付窓口は常時３人程度が業務を行うことを想定し

ています。また、指定管理事務所と一体的なものとす

ることも可能ですが、その場合、事務所のセキュリテ

ィに配慮したものとします。 

・ 視認性の高い配置とします。 

・ 図書盗難等のセキュリティに配慮したものとしま

す。 

指定管理者事務所 ・ １室設けることとし、１５人程度の職員が業務を行

うことを想定しています。 

・ 男女別更衣室、倉庫、給湯スペース及びミーティン

グスペースを適宜配置するものとします。 
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相談室 

（面接室・相談員執務

室） 

・ 面接室３室及び相談員執務室１室を設けることとし

ます。 

・ 面接室については、各室４人程度が入ることが可能

であり、執務室については、６人程度の職員が業務を

行うことを想定しています。 

・ 相談員執務室内に、電話相談を受けるスペースを設

置します。 

・ 防音仕様にするなど、相談者のプライバシーに配慮

したものとします。 

・ 相談者と相談員双方が同時に出入りできるよう、各室

にドアを２つ設置するものとします。 

・ 有事の際に他の相談員が向かいやすいよう、各相談

室は相談員執務室と隣接した配置とします。 

・ 相談者が面接室に入る際のドアホンが必要です。 

子どもの部屋 ・ １室設けることとします。 

・ 最大 10 人程度の子どもを保育することを想定してい

ます。 

・ 子どもの安全に配慮したものとします。 

・ 防犯等の観点からガラス面を使用するなど視認性を高

める一方、子どものガラス衝突防止の観点から、子供が

ガラスを認識できるよう工夫するものとします。 

・ 現状ある給湯室・トイレの設置は不要です。 

応接室 ・ １室設けることとし、上記の他の施設のスペースを

優先したうえで、可能な限りスペースを確保するもの

とします。 

   

・ デザインについては、１階の活用部分のデザインと調和を取れるものとしてくださ

い。 

  ・ 設計に当たっては、事業者決定後、本市と密に連携しながら検討することとし、事

前に本市の承認を受けてください。 

  ・ 本市と事前に協議したうえで、工事の着手前に工期を明示した施工計画書（工事全

体工程表を含む。）を作成し、本市に提出することとします。特に施設の運営に支障

がある場合は本市へ早期に協議してください。 

  ・ 上記の工事全体工程表記載の日程に従い、工事に着手し、遂行することとします。 

  ・ 工事期間中、工事現場に工事記録を常備することとします。 

  ・ 本市に対し、工事の進捗状況を定期的に報告することとします。 

  ・ 本市は、工事の進捗状況及び内容について、随時確認できるものとします。 
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  ・ 施設の運営へ与える影響が最小限となるよう実施してください。 

  ・ 設計及び工事業務が完了した後は、当該業務によって得られた資料一式を本市に提

出することとします。提出は、印刷したもの及び電子データを各３部とします。なお、

電子データの使用ソフトは、Microsoft Office(Word、Excel、PowerPoint)とし、デ

ジタル写真のファイル様式はJPEGとします。CADを使用して図面を作成する場合は、

Jw-cad によるものとします。これによらない場合は別途協議とします。 

 

⑵ １階施設の２階への移転等 

 ・ 別紙１－２に記載の１階の図書情報室、受付、事務所、相談室、応接室、子どもの

部屋に係る物品を２階へ移動させてください。また、２階のグループロッカー（大型：

20 個、中型 60個（W900mm×D520mm×H1830mm×10 セット））を４階に移設してくださ

い。 

 ・ 上記の施設の残置物の処分を行っていただきますが、活用可能なものについては、

事業者で転用していただくことも可能です。 

  ・ 本市と事前に協議したうえで、移転の着手前にスケジュールを明示した移転計画書

を作成し、本市に提出することとします。 

  ・ 上記の移転計画書記載の日程に従い、移転に着手し、遂行することとします。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 



 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

               

               

         

 

  

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


